
平成 21 年 3 月 19 日 
北アルプス広域連合 
連合長  牛越 徹  殿 
副連合長 太田 紘煕 殿 
副連合長 小林 三郎 殿 
                 白馬新ごみ処理施設を考える連絡協議会  
                    会長 宮田 温巳 
                 住所 〒399-9301  

北安曇郡白馬村北城 11020 
 
  

新ごみ処理施設建設問題の再出発にあたって 
―要望書― 

 
私どもは本日、添付のような「広域連合の原理原則を外した建設計画―民主

政治と相容れないルール違反の核心―」と題する新ごみ処理施設建設問題への

見解を発表しました。 
 この内容は、広域連合がなし崩し的に「候補地変更」といった第 2 ラウンド

に入ることは、決して住民の理解を得られないことを示しています。 
 
 ごみ処理広域化計画を強引に推進してきた広域連合長・副連合長には、今後

の新ごみ処理施設建設問題の再出発にあたって、ここで示した私どもの見解を

真摯に受け止め、先ずはこの２年間の「検証と反省」をしっかりと行なうこと

を強く要望いたします。   
また、その内容は３市村住民に等しく伝え、理解を得ることも併せて要望い

たします。 
 
「検証と反省」によって今回の教訓が生かされ、民主政治に反する行為が今

後再び繰り返されることがないよう切に願っています。  
 
 なお、連合長宛の公開質問状｢アンケート結果から何を読み取り、2 年間を

どう検証し、今後どうすべきか―公開質問状の回答への反論と、私どもの主張

―｣を添付してあります。併せてお読みください。 
 

以上 
 



平成 21 年 3 月 19 日 
北アルプス広域連合議会 
議長 中牧 盛登 殿 

                 白馬新ごみ処理施設を考える連絡協議会  
                    会長 宮田 温巳 
                 住所 〒399-9301  

北安曇郡白馬村北城 11020 
 

新ごみ処理施設建設問題の再出発にあたって 
―要望書― 

 
私どもは本日、添付のような「広域連合の原理原則を外した建設計画―民主

政治と相容れないルール違反の核心―」と題する新ごみ処理施設建設問題への

見解を発表しました。 
 この内容は、広域連合がなし崩し的に「候補地変更」といった第 2 ラウンド

に入ることは、決して住民の理解を得られないことを示しています。 
 
 今後の新ごみ処理施設建設問題の再出発にあたり、ごみ処理広域化計画を広

域行政と一体となって推進してきた連合議会には、ここで示した私どもの見解

を真摯に受け止め、「ごみ処理広域化特別委員会」におけるこの２年間の「検証

と反省」をしっかりと行なうことを強く要望いたします。   
また、その内容は３市村住民に等しく伝え、理解を得ることも併せて要望い

たします。 
 
「検証と反省」によって今回の教訓が生かされ、住民の代弁者としての機能・

行政のチェック機関としての機能を回復した議会によって、民主政治に反する

行為が今後再び繰り返されないことを切に願っています。  
 
なお、連合長宛の公開質問状｢アンケート結果から何を読み取り、2 年間をど

う検証し、今後どうすべきか―公開質問の回答への反論と、私どもの主張｣を添

付しました。併せてお読みください。 
以上 

 
 
 
 



平成 21 年 3 月 19 日 
白馬村議会 

議長 西澤 功 殿 
                 白馬新ごみ処理施設を考える連絡協議会  
                    会長 宮田 温巳 
                 住所 〒399-9301  

北安曇郡白馬村北城 11020 
 
  

新ごみ処理施設建設問題の再出発にあたって 
―要望書― 

 
私どもは本日、添付のような「広域連合の原理原則を外した建設計画―民主

政治と相容れないルール違反の核心―」と題する新ごみ処理施設建設問題への

見解を発表しました。 
 この内容は、広域連合がなし崩し的に「候補地変更」といった第 2 ラウンド

に入ることは、決して住民の理解を得られないことを示しています。 
 
 今後の新ごみ処理施設建設問題の再出発にあたり、ごみ処理広域化計画を行

政と一体となって推進してきた白馬議会に、ここで示した私どもの見解を真摯

に受け止め、この２年間の「検証と反省」をしっかりと行なうことを強く要望

いたします。   
また、その内容は広く白馬村住民に伝え、理解を得ることも併せて要望いた

します。 
 
「検証と反省」によって今回の教訓が生かされ、住民の代弁者としての機能・

行政のチェック機関としての機能を回復した議会によって、民主政治に反する

行為が今後再び繰り返されないことを切に願っています。  
 
なお、連合長宛の公開質問状｢アンケート結果から何を読み取り、2 年間をど

う検証し、今後どうすべきか―公開諮問上の回答への反論と、私どもの主張｣を

添付しました。併せてお読みください。 
 

以上 


